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地域交流活動を通した学生の学び
� 跡見学園女子大学マネジメント学部マネジメント学科講師　横堀応彦

１．はじめに

本学マネジメント学部マネジメント学科横堀ゼミでは現代社会とアートのつながりに関係する様々な
問題について研究を行っている（１）。2022年度の3年生のゼミ活動（２）では実際にイベントを一から企画
して、交渉、事前準備、実施までの全てのプロセスをゼミ生自身で行うことを目標とし、文京区内の保
育園と連携してクリスマスに合わせたイベントを実施する企画を立案した。その結果MIRATZ本郷第
二保育園のご協力を得て、2022年12月13日にゼミ生が保育園を訪れてクリスマス会に向けたオーナ
メントの制作を3歳から5歳の子どもたちと行った。本稿では、企画実施までの道のりを示した後、参
加した学生の感想を紹介することを通して地域交流活動を通して学生が得た学びについて述べる。

２．企画実施までの道のり

今年度横堀ゼミの3年生には15名のゼミ生が所属しているが、15名のうち大坂あみさん、小松愛実
さん、小室風樺さん、斎藤亜有華さん、杉原萌花さんの5名が企画メンバーとなり、夏休み中にオン
ラインで企画会議を4回実施した（３）。会議を経て文京区内の保育園と連携してクリスマスに合わせた
イベントを実施する企画を立案し、本学地域交流センター新垣先生に企画書を送付して連携先の候補
となる保育園の紹介を依頼した。その結果、旧伊勢屋質店での七夕イベントで連携しているMIRATZ
本郷第二保育園（以下、MIRATZ）を紹介いただき、10月5日に企画メンバーの2名（小室さん、斎藤
さん）と一緒にMIRATZを訪れて企画説明を行った。以下、企画メンバーが実際に作成した企画書を
一部抜粋して紹介する。

ゼミ企画のご提案
［前略］コロナ禍で多くのイベントが中止される中、私どものゼミがきっかけとなり子供たちに楽し
んでもらえる企画をプロデュースしたいという思いから、この度3年生のゼミで文京区内の施設と
連携した企画を計画しました。学生が主体となって実施しますので何かとご不便をおかけする点も
あるかと存じますが、ご検討いただけますと幸いです。
【企画概要】
◎ゼミ生が保育園に伺い、クリスマスをテーマにした企画を行う。
企画案①　廃材を利用したモザイクアートや、クリスマスツリーのオーナメントを作成
企画案②　（可能であれば）クリスマス会のようなものを開催
企画案③　冬休みに家族に渡すメッセージカードづくり
◎�その準備過程などを撮影し、メイキング動画を作成する。（その際、プライバシーの関係上、子
どもたちの撮影には十分配慮いたします。）　［後略］
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このうち企画案の①と③は2022年12月13日にクリスマス会に向けたオーナメントの制作とメッ
セージカード作りを行うことになり、②は翌週の12月20日にクリスマス会を実施することになった。
その後、ゼミ生は制作チームとクリスマス会チームの2チームに分かれ、各チームでガントチャートを
作成してプロジェクト管理を行った。制作チームは廃材（トイレットペーパーの芯）を使用したクリスマ
スツリーの作成やオーナメントの事前準備を行い、クリスマス会チームはシューティングゲームの的作
りや宝探しゲームの準備、手作り帽子の作成に取り組んだ。11月22日のゼミでは各チームがリハーサ
ルを行い、内容について互いにフィードバックを行った。その上で作成した最終的なスケジュール案を
保育園へ送付し、12月7日にゼミ生（前出の2名）が保育園を訪れて最終打ち合わせを行った。そして
12月13日にクリスマス工作を行い、最後に集合写真を撮影した（写真1）。12月20日のクリスマス会
はコロナ感染拡大の影響で中止となったが、ゼミで対応策を協議した上で、クリスマス工作の際に撮
影した写真や動画をもとに記念動画して園に提供することにした。その動画は12月23日に園の関係者
のみで行われたクリスマス会で上映された。写真2はゼミ生が制作したクリスマスツリーが園内に飾ら
れ、ゼミ生の手作り帽子を被ってクリスマス会を楽しんでいる子どもたちの様子である。

３．地域交流を通して学生が得た学び

（１）参加した学生の感想
12月の企画終了後、ゼミ生にはクリスマス会の振り返りレポートを提出してもらった。以下、その中

から一部抜粋して紹介する。
・�学生Ａ．新型コロナウイルスで思うように学校にも通えなかったので今回のゼミ企画はとても良い経
験になりました。3.4.5歳児を相手にどうしたら喜んでもらえるのか、どのような作業だったらやりや
すいかなど園児の立場になって考えることがとても大変だったと感じています。しかし、その分喜ん
で楽しんでくれた姿をみられて準備してきてよかったと感じました。

・�学生Ｂ．私は夏休みの企画会議の段階から参加したが、企画を通してゼミ生が一つのものを作り上
げたい、コロナ禍であまりイベントに参加できない子どもたちに楽しんでもらえる企画を行いたいと
いう目的を持って企画を考えてきた。その意識を持ちながら、今回は制作のみだったが、子どもたち

写真１：クリスマス工作の際の集合写真
（提供：MIRATZ本郷第二保育園）

写真２：クリスマス会の様子
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の楽しそうな様子を見られたことがよかったと思う。
・�学生Ｃ．企画を一から立ててそれに向けての準備を行い実行することは初めての経験だったので、自
分のためにもなったと思います。次に企画を行うときは、今回の反省点などを踏まえて取り組みたい
です。

・�学生Ｄ．クリスマス会の準備に入る前に、ガントチャートや予算書を作りましたが、それを更新しな
がら進めることができていなかったなと反省しました。今回制作チームとクリスマス会チームに分か
れて作業をしていた中で、お互いの進捗の状況をしっかり把握できていなかったと思うので、またこ
のような企画ができた際にはガントチャートをしっかり更新しながら共有していければと思います。

・�学生Ｅ．事前に園に訪問させていただいた時に提出した資料にはもっとわかりやすく具体的に要点を
まとめる必要があったと思います。対面でのヒアリングが数回あったからしっかりと先方に伝えるこ
とができたものの、文面のみのやり取りとなっていたら今回のようには行かなかったと思います。こ
ちらで用意する材料や必要な道具の用意について、やりたいと考えていることだけでなく、何をいつ
行い、どのように準備を進めていくかを簡単に書いておくべきでした。当日の動きだけでなく、私た
ちの準備内容を記載することでより状況が見えやすくなったのではないかと思ったからです。

・�学生Ｆ．反省点は、全員が内容や流れを理解できていなかったことです。企画から参加していた3人と、
それ以外の人とで把握できている内容などに差が生じ、3人から何かを頼むことばかりだったので、
全員が作り方や流れを把握しきれていませんでした。当日、予想外のことばかりでバタバタしてしま
い、スムーズに行えなかったのが心残りであり、一番の反省点だなと思いました。情報共有して、全
員が流れや手順を完璧に理解できていれば、負担が偏ることもなく、もっと良い流れで出来ていたの
かなと思います。

・�学生Ｇ．クリスマス会の準備では、どういったものだったら子ども達ができて楽しめるかを常に考え
ながらの構成を練りましたが、実際に3～5歳の子ども達がスムーズにできるのかが自分たちだけで
は分からない部分も多くあったので、その点が一番難しかったです。リハーサルを通して、ゲームで
投げるものは変えた方が良いなどの改善すべき部分も見つかり、リハーサルの重要性を改めて感じま
した。

（２）学生が得た学び
学生Ａが指摘するように、2022年度の3年生は高校3年生の3月からコロナ禍が始まった世代であ

り、大学1年生と2年生の授業はほぼ全てオンラインで行われ、コロナの影響を強く受けた学年である。
このような学年のゼミ生にとって、ゼロからイチを作り出す仕事を経験したことは、学生Ｂ～Ｃの感想
にもあるように1つの成功体験として今後の就職活動に向けた大きな自信に繋がったと思われる。学生
Ｄ～Ｇの感想には事前準備の反省点および今後の改善点が具体的に示されており、このような学びは
卒業後どのような職業に就いたとしても応用できる教訓となったに違いない。

４．おわりに

このように学生にとって大きな学びの機会となった地域交流活動を行うことができたのは、本企画実
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施にあたり多大なご協力を賜った中村文光子園長をはじめとするMIRATZ本郷第二保育園の皆様、新
垣先生をはじめとする本学地域交流センターの皆さんのお陰である。この場を借りて感謝申し上げる。
なお中止となったクリスマス会に代わる企画については、2023年1月のゼミで対応策を協議し、バレ
ンタインをテーマとしたイベントを2023年2月14日にMIRATZで実施予定である。想定外のことが
起きた場合の対応方法について実際に経験したことも、学生にとっては貴重な学びの機会となったに
違いない。

注
（１）�筆者がゼミを担当している2019年度から2022年度現在までの卒業論文の題目例は以下の通り。「若者の心を救う

クリープハイプの音楽（*）」「声優のアイドル化現象」「乃木坂46から見る非アイドル層ファン獲得成功の鍵」「宝塚
で上演される作品の傾向と動員数の変化」「ネット音楽進化論―ネット発アーティストの台頭が意味すること―（*）」
「ゲーム内のボスキャラクターの悪意の喪失について」「2.5次元ミュージカル～次元の狭間に存在する金字塔～（*）」
「ジャニーズオタクの行動心理」。このうち（*）印の論文はマネジメント学部の優秀論文審査で入賞したもの。

（２）�授業科目名は「展開ゼミナールIA・IB」。毎週火曜日の1時限目（9：00～10：30）に文京キャンパスで開講。
（３）�メンバーが輪番で各回の議事録を作成し、打ち合わせの内容はゼミ内で共有できる環境を整備した。
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